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一
、
は
じ
め
に

　

平
成
十
九
年
五
月
十
六
日
、
田
中
圭
一
氏
が
『
新
版　

日
蓮
と
佐
渡
』
に
お
い
て
「
塚
原
配
所
」
と
し
て
推
定
し
た
佐
渡
市
目
黒
町
の

土
地
の
一
部
に
、
日
蓮
正
宗
が
「
塚
原
跡
碑
」
を
建
立
し
、
落
慶
法
要
を
行
っ
た
。
続
い
て
、
本
年
平
成
二
十
年
五
月
二
一
日
、
新
た
に

「
題
目
碑
」
を
建
立
し
開
眼
法
要
を
行
っ
た
。

　

場
所
は
、
田
中
氏
が
「
推
定
塚
原
配
所
」
と
し
た
台
地
の
中
央
を
横
切
る
道
路
よ
り
、
目
黒
町
の
共
同
墓
地
の
手
前
ま
で
の
箇
所
で
、

平
成
十
七
年
、
前
管
長
阿
部
日
顕
の
名
義
で
土
地
が
購
入
さ
れ
、
平
成
十
九
年
二
月
よ
り
工
事
が
始
ま
っ
た
と
云
う
。

　

●
施　
　

主　

日
蓮
正
宗　

立
正
安
国
論
正
義
顕
揚
七
百
五
十
年
記
念
局
、
記
念
事
業
と
し
て
建
立
。

　

●
施
行
業
者　

㈱
本
井
建
設　

佐
渡
市
東
大
通
八
六
三
│
一
（
日
蓮
正
宗
妙
護
寺
檀
家
総
代
）

　

●
場　
　

所　

佐
渡
市
目
黒
町
鳥
居
畑
五
五
九
番
一
。
総
面
積
六
六
二
坪
。

第
九
回
日
蓮
宗
教
化
学
研
究
発
表
大
会

日
蓮
正
宗
建
立
塚
原
跡
碑
に
つ
い
て

小　

瀨　

修　

達
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昨
年
、
平
成
十
九
年
五
月
十
六
日
建
立

Ⓐ　
「
日
蓮
大
聖
人
と
塚
原
」
石
碑
…
…
塚
原
跡
碑
建
立
ま
で
の
経
緯
を
記
す
。

同
局　

佐
渡
塚
原
跡
碑
建
立
委
員
会
。

Ⓑ 　
「
塚
原
跡
」
石
碑
…
…
大
石
寺
六
十
八
世
日
如
筆
、
立
正
安
国
論
正
義
顕
揚

七
百
五
十
年
記
念
局
、
高
さ
三
・
九
ｍ
。

Ⓒ 　
「
塚
原
配
所
考
」
石
碑
…
…
塚
原
配
所
推
定
の
根
拠
を
記
す
、
元
筑
波
大
学

教
授　

田
中
圭
一
・
佐
渡
博
物
館
館
長　

山
本
仁
。

Ⓓ　

庭
石
二
個
…
…
大
石
寺
の
方
向
を
向
く
。

　

以
上
に
引
き
続
き
、

　

本
年
、
平
成
二
十
年
五
月
二
一
日
の
題
目
碑
開
眼
法
要
に
際
し
て
、

Ⓔ 　

宝
塔
型
題
目
碑
…
…
大
石
寺
六
十
八
世
日
如
代
、
立
正
安
国
論
正
義
顕
揚
七

百
五
十
年
記
念
局
建
立
、
施
主
妙
護
寺
檀
家
総
代
本
井
氏
。

Ⓕ　

地
図
入
り
石
碑
…
…
日
蓮
大
聖
人
関
連
佐
渡
地
名
図
・
塚
原
跡
碑
周
辺
図
。

Ⓖ 　

ス
テ
ン
レ
ス
製
地
図
版
…
…
前
方
に
見
え
る
国
分
寺
（
国
府
）・
守
護
所
跡

等
の
位
置
関
係
を
示
す
。

Ⓗ 　

大
石
寺
法
主
手
植
え
桜
と
記
念
碑
…
…
題
目
碑
開
眼
法
要
の
記
念
に
桜
を
植

え
た
も
の
。

他
、
周
囲
の
側
壁
工
事
、
舗
道
・
庭
砂
利
・
植
木
の
整
備
等
が
、
完
成
し
た
。

　

以
上
に
よ
り
、
当
地
に
お
け
る
事
業
は
一
旦
完
了
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

日蓮正宗塚原跡碑建立地全景
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Ⓕ
地
図
入
り
石
碑
や
Ⓖ
ス
テ
ン
レ
ス
製
地
図
版
は
、
Ⓐ
Ⓑ
Ⓒ
石
碑
群
に
示
さ
れ
た
こ
の
地
を
「
塚
原
跡
」
と
す
る
田
中
圭
一
説
の
根
拠
と

な
る
安
国
寺
・
国
分
寺
（
国
府
）・
守
護
所
跡
等
の
位
置
関
係
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
調
査
に
当
っ
て
『
旧
版　

日
蓮
と
佐
渡
』
の
共
著
者
で
あ
る
小
菅
徹
也
氏
（
社
団
法
人　

資
源
素
材
学
会
・
日
本
鉱
業
史
研
究

会
理
事
）
の
ご
協
力
を
得
た
。

二
、
田
中
圭
一
著
『
新
版　

日
蓮
と
佐
渡
』
所
説
「
目
黒
町
塚
原
配
所
説
」
の
検
証

　

田
中
氏
の
妙
満
寺
前
塚
原
配
所
説
は
、

図16　波多・目黒町拡大図
（『新版 日蓮と佐渡』75頁）

①　

目
黒
町
に
阿
仏
房
を
名
主
と
す
る
在
家
（
開
墾
集
落
）
が
あ
り
、
宗
祖

は
こ
の
在
家
内
の
三
昧
堂
に
預
け
ら
れ
た
と
し
、

② 　

在
家
に
隣
接
す
る
台
地
に
古
来
墓
地
（
Ⓒ
畑
野
共
同
墓
地
）
が
あ
り
、

付
近
に
「
塚
の
腰
」
の
地
名
が
あ
る
こ
と
と
、

③ 　

波
多
の
守
護
所
が
、
現
在
の
下
畑
玉
作
遺
跡
に
在
っ
た
と
す
る
小
菅
旧

説
を
根
拠
に
、
本
間
重
連
の
館
は
、
こ
の
守
護
所
に
近
接
す
る
熊
野
神
社

遺
跡
で
あ
る
と
す
る
推
定
に
基
づ
き
、『
種
種
御
振
舞
御
書
』
の
「
六
郎

左
衛
門
が
家
の
う
し
ろ
」（
本
間
重
連
の
館
の
後
ろ
に
見
え
る
）
と
の
塚

原
配
所
の
所
在
を
示
す
記
述
か
ら
、

④　
「
北
は
熊
野
神
社
か
ら
、
南
は
Ⓐ
目
黒
町
と
Ⓑ
寺
田
の
共
同
墓
地
の
あ

た
り
ま
で
、
約
二
百
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
の
内
が
「
塚
原
配
所
」
で
あ
る
と

推
定
」（『
新
版　

日
蓮
と
佐
渡
』
七
七
頁
）
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
①
②
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③
の
条
件
と
田
中
氏
の
④
「
推
定
塚
原
配
所
」
と
す
る
場
所
を
検
証
す
る
と
以
下
の
事
が
考
え
ら
れ
る
。

　

先
ず
、『
新
版　

日
蓮
と
佐
渡
』
七
五
頁
の
「
図
16
」
に
つ
い
て
次
の
点
を
指
摘
し
て
お
く
。

●
日
蓮
正
宗
が
「
塚
原
跡
碑
」
石
碑
群
を
建
立
し
た
場
所
は
、
Ⓐ
左
の
▽
形
の
土
地
で
あ
る
。

●「
塚
の
腰
」
の
地
名
は
、
実
際
は
、「
目
黒
町
熊
野
神
社
」
社
殿
西
側
に
あ
る
地
名
で
あ
り
、「
図
16
」
に
示
さ
れ
る
様
な
広
範
囲
に
あ

る
地
名
で
は
な
い
。

●
当
時
の
幹
線
道
で
あ
る
「
横
大
道
」（
太
線
）
は
、
実
際
は
、「
至
「
畑
野
駅
前
」
信
号
」
と
、
あ
る
小
倉
峠
（
至
松
ヶ
崎
）
へ
と
続
く

道
よ
り
「
伝
・
藤
九
郎
墓
」
前
を
通
り
、「
推
定
塚
原
配
所
」
を
横
切
る
道
で
あ
り
、「
図
16
」
に
示
さ
れ
る
墓
地
「
Ⓐ
Ⓑ
Ⓒ
」
脇
を
通

る
道
で
は
な
い
。

●「
図
16
」
に
示
さ
れ
る
通
り
、
実
際
は
、「
目
黒
町
熊
野
神
社
」
は
「
推
定
塚
原
配
所
」
に
含
ま
れ
な
い
。

●
現
地
調
査
に
よ
る
と
Ⓒ
の
畑
野
共
同
墓
地
は
そ
の
場
所
で
は
な
く
、
実
際
は
Ⓒ
よ
り
約
一
二
〇
ｍ
東
南
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

①
阿
仏
房
在
家

　

鎌
倉
時
代
の
佐
渡
で
は
、
百
姓
の
開
墾
村
落
を
「
垣
の
内
」
ま
た
は
、「
在
家
」
と
云
い
、
周
囲
を
く
ね
木
や
田
畑
で
囲
ん
だ
土
地
に
、

長
で
あ
る
「
名
主
」
を
中
心
と
し
て
数
戸
の
同
姓
の
百
姓
が
居
住
し
、
一
つ
の
堂
と
一
つ
の
社
、
共
同
墓
地
、
稲
場
（
稲
を
干
す
場
所
）

等
を
共
有
し
て
い
た
。
佐
渡
で
は
、
こ
れ
を
「
一
堂
一
社
七
か
ま
ど
（
屋
敷
）」
と
云
う
。
目
黒
町
に
阿
仏
房
の
「
在
家
…
日
満
上
人

（
阿
仏
房
の
曾
孫
）
開
山
の
妙
満
寺
と
そ
の
墓
地
が
現
存
」
が
あ
り
、
宗
祖
は
こ
の
在
家
内
の
「
三
昧
堂
」（
一
堂
）
に
預
け
ら
れ
た
と
す

る
な
ら
ば
、「
三
昧
堂
」
は
、「
在
家
」
内
、
も
し
く
は
、
こ
れ
に
隣
接
す
る
場
所
に
在
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

小
菅
氏
に
よ
る
と
、『
旧
版　

日
蓮
と
佐
渡
』
に
お
い
て
定
義
し
た
「
阿
仏
房
在
家
」
は
、
複
数
の
在
家
を
一
つ
と
見
做
し
た
も
の
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（『
新
版　

日
蓮
と
佐
渡
』
も
同
じ
定
義
）
で
あ
っ
た
が
、
近
年
妙
満
寺
と
隣
り
合
う
千
日
尼
実
家
跡
の
二
軒
を
中
心
と
し
た
一
般
的
な
広

さ
（
半
径
五
〇
ｍ
）
の
「
阿
仏
房
在
家
」
を
確
認
し
た
と
云
う
。『
新
版　

日
蓮
と
佐
渡
』
の
「
阿
仏
房
在
家
」
の
定
義
で
は
、
在
家
の

規
模
が
広
す
ぎ
た
の
で
あ
る
。

②
墓
地
・
塚
原
の
推
定

　

周
辺
墓
地
の
考
察
『
新
版　

日
蓮
と
佐
渡
』

　
「
Ⓐ
目
黒
町
の
共
同
墓
地
は
、
藤
九
郎
守
綱
の
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
墓
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
頃
に
移

し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
Ⓑ
寺
田
の
共
同
墓
地
は
、
い
ま
の
墓
地
の
南
方
に
あ
る
寺
田
の
真
言
堂
の
と
こ
ろ
か
ら
大
正
期
に
移
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
Ⓒ
畑
野
の
共
同
墓
地
は
、
ず
っ
と
前
か
ら
同
じ
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
す
る
と
、
い
ま
の
寺
田
と
目
黒
町
の
共
同
墓
地
辺
り

（
Ⓐ
Ⓑ
）
が
、「
塚
原
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
大
変
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。」（『
新
版　

日
蓮
と
佐
渡
』
七
六
頁
）

　

Ⓒ
畑
野
の
共
同
墓
地
は
、「
ず
っ
と
前
か
ら
同
じ
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。」
と
、
あ
る
だ
け
で
鎌
倉
期
以
降
の
墓
地
の
変
移
を
調
査
し
た
も

の
で
は
な
い
。
い
ず
れ
も
明
治
以
降
の
墓
地
の
変
移
を
見
た
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
現
地
調
査
に
よ
り
Ⓒ
の
畑
野
共
同
墓
地
と
す
る
場
所

は
、
実
際
は
Ⓒ
よ
り
約
一
二
〇
ｍ
東
南
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
た
が
っ
て
Ⓒ
の
場
所
も
以
前
墓
地
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
れ
等
墓
地
の
考
察
は
「
推
定
塚
原
配
所
」
の
根
拠
と
な
り
え
な
い
。

③
本
間
重
連
館
の
推
定
、
御
遺
文
の
文
証

　
『
種
種
御
振
舞
御
書
』
に
は
、「
六
郎
左
衛
門
が
家
の
う
し
ろ
み
の
家
よ
り
塚
原
と
申
山
野
の
中
に
、
洛
陽
の
蓮
台
野
の
や
う
に
死
人
を

捨
る
所
に
一
間
四
面
な
る
堂
の
仏
も
な
し
。」（
昭
和
定
本
九
七
〇
頁
）
つ
ま
り
は
、「
本
間
重
連
家
の
後
見
人
【
う
し
ろ
み
】
の
家
よ
り

塚
原
へ
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
本
間
重
連
の
家
と
塚
原
三
昧
堂
と
の
位
置
関
係
を
示
し
た
文
で
は
な
い
。「
う
し
ろ
み
」
と
云
う
古
語
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は
「
後
見
人
」
で
あ
り
、「
後
に
見
え
る
」
と
云
う
意
味
は
本
来
存
在
し
な
い
。「
六
郎
左
衛
門
が
家
」
と
「
う
し
ろ
み
の
家
」
を
明
確
に

区
別
し
た
表
現
で
あ
る
。

　

ま
た
、
下
畑
玉
作
遺
跡
＝
波
多
の
守
護
所
と
す
る
小
菅
旧
説
は
、
小
菅
徹
也
氏
（『
旧
版　

日
蓮
と
佐
渡
』
共
著
者
）
本
人
の
指
摘
に

よ
る
と
、
旧
説
は
下
畑
玉
作
遺
跡
で
は
な
く
、
下
畑
沖
（
北
側
）
の
第
三
次
佐
渡
国
府
域
を
波
多
の
守
護
所
と
推
定
し
た
も
の
で
あ
り
、

以
降
の
研
究
調
査
に
よ
る
と
、
鎌
倉
時
代
の
佐
渡
の
守
護
所
・
本
間
重
連
の
館
は
、
竹
田
城
跡
（
佐
渡
市
竹
田
）
で
あ
り
、
旧
畑
野
熊
野

神
社
遺
跡
付
近
は
、
本
間
重
連
の
「
後
見
人
」
で
あ
る
波
多
本
間
氏
の
館
跡
（『
歴
史
と
地
理
』
四
九
六
号
平
成
八
年
「
佐
渡
の
歴
史
」

小
菅
徹
也
）
と
の
報
告
が
あ
り
、
鎌
倉
期
の
下
畑
沖
の
第
三
次
佐
渡
国
府
域
＝
波
多
の
守
護
所
、
旧
畑
野
熊
野
神
社
遺
跡
＝
本
間
重
連
の

館
と
す
る
説
は
、
既
に
同
氏
に
よ
り
否
定
さ
れ
て
い
る
。

　

鎌
倉
期
の
国
府
は
、
雑
太
国
府
址
（
下
国
府
遺
跡
付
近
…
現
佐
渡
市
竹
田
）
で
あ
り
、
守
護
所
は
国
府
近
く
に
設
け
ら
れ
る
と
い
う
一

般
的
な
先
例
か
ら
、
佐
渡
守
護
所
は
、
国
府
を
見
下
ろ
す
場
所
に
あ
る
守
護
代
職
の
本
間
総
領
家
雑
太
本
間
氏
居
城
の
竹
田
城
（
雑
太
元

城
…
現
佐
渡
市
竹
田
）
で
あ
り
、
総
領
家
の
雑
太
本
間
氏
は
、
鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
と
共
に
衰
退
し
、
南
北
朝
期
の
動
乱
を
経
て
、
庶
子
家

の
波
多
本
間
氏
の
勢
力
が
増
大
し
、
室
町
期
に
は
波
多
郷
（
現
在
の
旧
畑
野
熊
野
神
社
遺
跡
）
に
守
護
所
が
移
転
し
た
と
云
う
。
な
お
、

小
菅
氏
は
、
こ
れ
等
の
内
容
を
平
成
七
年
の
『
朝
日
百
科
・
歴
史
を
読
み
な
お
す
９　

中
世
の
村
を
訪
ね
る
』
朝
日
新
聞
社
、
平
成
八
年

の
『
歴
史
と
地
理
』
日
本
史
の
研
究
〔
一
七
五
〕
巻
頭
論
文
「
佐
渡
の
歴
史
」
山
川
出
版
社
等
に
発
表
し
て
き
た
と
云
う
。

※ 

以
上
の
事
か
ら
、
②
③
は
問
題
が
あ
り
根
拠
と
な
り
得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
①
の
小
菅
新
説
を
基
に
し
て
推
測
す
る
な
ら
ば
、「
塚

原
配
所
」
は
、
①
阿
仏
房
在
家
（
妙
満
寺
を
中
心
と
し
た
半
径
五
〇
ｍ
）
内
、
ま
た
は
、
こ
れ
に
隣
接
す
る
場
所
と
推
定
さ
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
田
中
氏
の
④
「
推
定
塚
原
配
所
」
と
す
る
「
北
は
熊
野
神
社
か
ら
、
南
は
Ⓐ
目
黒
町
と
Ⓑ
寺
田
の
共
同
墓
地
の
あ
た
り

ま
で
、
約
二
百
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
の
内
が
「
塚
原
配
所
」
で
あ
る
と
推
定
」（『
新
版　

日
蓮
と
佐
渡
』
七
七
頁
）
箇
所
の
中
で
、「
推
定
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塚
原
配
所
」
の
中
央
を
分
断
し
横
切
る
「
横
大
道
」
よ
り
「
南
は
Ⓐ
目
黒
町
と
Ⓑ
寺
田

の
共
同
墓
地
の
あ
た
り
ま
で
」
は
、
阿
仏
房
在
家
よ
り
離
れ
過
ぎ
た
塚
原
配
所
と
し
て

の
明
確
な
根
拠
の
な
い
場
所
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
よ
っ
て
、「
横
大
道
」
よ
り
Ⓐ

目
黒
町
の
間
に
存
在
す
る
日
蓮
正
宗
塚
原
跡
碑
建
立
地
も
「
塚
原
配
所
」
で
は
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。

三
、
銘
板
「
塚
原
配
所
考
」
の
検
証

　

Ⓒ
『
塚
原
配
所
考
』
石
碑
の
銘
板
に
は
、
以
下
の
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『　

銘　

板　
「
塚
原
配
所
考
」

　

日
蓮
大
聖
人
の
佐
渡
配
流
の
地
「
塚
原
」
に
つ
い
て
は
古
来
諸
説
が
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
根
拠
に
乏
し
く
、
こ
れ
ま
で
「
塚
原
」
の
地
を
確
定
す
る
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

一
、
佐
渡
守
護
所
跡
と
本
間
重
連
館
跡

　

佐
渡
に
お
い
て
日
蓮
大
聖
人
を
預
か
っ
た
の
は
守
護
代
・
本
間
六
郎
左
衛
門
重
連
で
あ
る
。
当
然
、
佐
渡
守
護
所
と
本
間
重
連
の
館
と

は
近
距
離
に
あ
つ
た
。
守
護
所
を
特
定
す
る
方
法
と
し
て
、
室
町
幕
府
が
各
国
の
府
中
（
国
府
の
所
在
地
）
に
建
て
た
安
国
寺
の
存
在
が

欠
か
せ
な
い
。
佐
渡
に
安
国
寺
が
建
て
ら
れ
た
時
期
は
、
日
蓮
大
聖
人
の
佐
渡
配
流
か
ら
六
十
年
ほ
ど
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
守
護
所
の

近
く
に
建
て
ら
れ
た
安
国
寺
は
畑
野
の
下
畑
に
あ
る
。
本
間
重
連
の
館
に
つ
い
て
言
え
ば
、『
佐
渡
本
間
系
図
』
に
は
、
日
蓮
大
聖
人
が
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塚
原
に
入
っ
て
か
ら
三
十
七
年
後
の
徳
治
三
（
一
三
〇
八
）
年
、
本
間
十
郎
左
衛
門
が
波
多
（
現
・
畑
野
町
下
畑
）
に
熊
野
権
現
を
建
立

し
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
間
氏
館
の
敷
地
内
に
熊
野
神
社
を
建
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
熊
野
神
社
は
後
に
移
転
し
、

そ
の
跡
に
「
熊
野
神
社
遺
跡
」
の
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
周
辺
に
は
「
城
」
や
「
宮
」
の
付
く
地
名
が
い
く
つ
か
残
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
本
間
重
連
の
館
や
守
護
所
は
、
波
多
熊
野
神
社
跡
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
下
畑
玉
作
遺
跡
と
さ
れ
る
場
所
を
含
む
約
一

町
四
方
の
地
域
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
塚
原
配
所

　

守
護
所
跡
と
さ
れ
る
下
畑
熊
野
神
社
付
近
か
ら
望
む
こ
と
の
で
き
る
範
囲
で
、
日
蓮
大
聖
人
遺
文
の
「
里
よ
り
遥
か
に
へ
だ
た
れ
る
野

と
山
と
の
中
間
に
つ
か
は
ら
と
申
す
御
三
昧
所
あ
り
」
に
符
合
す
る
場
所
は
目
黒
町
の
こ
の
台
地
を
お
い
て
ほ
か
に
な
い
。
こ
の
地
の
近

く
に
は
、
日
蓮
大
聖
人
に
深
く
帰
依
し
た
阿
仏
房
の
子
・
藤
九
郎
守
綱
の
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
墓
が
あ
り
、
阿
仏
房
の
曽
孫
・
日
満
が
建

て
た
と
さ
れ
る
妙
満
寺
も
あ
る
。
ま
た
妙
満
寺
の
西
側
に
建
つ
目
黒
町
熊
野
神
社
の
水
田
に
は
「
塚
の
腰
」
の
地
名
が
残
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
守
護
所
か
ら
監
視
で
き
る
場
所
に
位
置
し
、
周
辺
に
多
く
の
史
跡
や
関
連
す
る
地
名
が
残
る
こ
と
、
古
く
か
ら
地
域
の

共
同
墓
地
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
地
を
中
心
に
、
北
は
目
黒
町
の
熊
野
神
社
か
ら
南
は
目
黒
町
と
寺
田
の
共
同
墓
地
の
あ
た
り

ま
で
の
約
二
町
歩
の
範
囲
内
を
佐
渡
に
お
け
る
日
蓮
大
聖
人
の
「
塚
原
配
所
」
と
推
定
す
る
。

　

平
成
十
九
年
三
月
一
日

元
筑
波
大
学
教
授　

文　

学　

博　

士　

田
中　

圭
一　

佐
渡
博
物
館
館
長　

佐
渡
史
学
会
会
長　

山
本　

仁　

 

』
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●
守
護
所
を
特
定
す
る
方
法
の
検
証

　
「
守
護
所
を
特
定
す
る
方
法
と
し
て
、
①
室
町
幕
府
が
各
国
の
府
中
（
国
府
の
所
在
地
）
に
建
て
た
安
国
寺
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
。

（
中
略
）
守
護
所
の
近
く
に
建
て
ら
れ
た
安
国
寺
は
畑
野
の
下
畑
に
あ
る
。
②
本
間
重
連
の
館
に
つ
い
て
言
え
ば
、『
佐
渡
本
間
系
図
』
に

は
、
日
蓮
大
聖
人
が
塚
原
に
入
っ
て
か
ら
三
十
七
年
後
の
徳
治
三
（
一
三
〇
八
）
年
、
本
間
十
郎
左
衛
門
が
波
多
（
現
・
畑
野
町
下
畑
）

に
熊
野
権
現
を
建
立
し
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
間
氏
館
の
敷
地
内
に
熊
野
神
社
を
建
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
熊
野

神
社
は
後
に
移
転
し
、
そ
の
跡
に
「
熊
野
神
社
遺
跡
」
の
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。」（
前
記
碑
文
）

　

以
上
の
文
を
小
菅
氏
著
『
佐
渡
中
世
史
の
根
幹
』
を
参
考
に
検
証
す
る
。

①
の
検
証

　
「
明
治
期
の
地
図
や
土
地
台
帳
等
の
各
地
籍
図
、
及
び
、『
畑
野
町
史
総
篇　

波
多
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
一
六
九
四
（
元
禄
七
）
年
の

畑
方
村
検
地
帳
及
び
畑
本
郷
村
検
地
帳
、
旧
版
や
『
新
版　

日
蓮
と
佐
渡
』
な
ど
で
畑
方
村
に
「
下
国
府
坊
」（
世
尊
寺
の
前
身
と
い
わ

れ
る
下
江
坊
＝
下
国
府
坊
）
と
い
う
地
名
が
あ
っ
た
証
拠
と
し
て
い
る
一
六
六
三
（
寛
文
三
）
年
の
世
尊
寺
の
田
地
預
り
証
文
等
を
詳
細

に
調
べ
た
結
果
、
下
畑
地
域
に
国
府
関
連
地
名
を
一
筆
も
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。」（
同
書
六
一
〜
二
頁
）

　

し
た
が
っ
て
、
畑
野
（
波
多
）
の
地
域
に
国
府
の
存
在
を
裏
付
け
る
歴
史
的
証
拠
は
一
切
な
く
、
国
府
が
畑
野
の
地
に
な
け
れ
ば
、
室

町
幕
府
が
府
中
に
建
て
た
安
国
寺
が
、
現
在
畑
野
に
あ
る
安
国
寺
の
場
所
に
建
っ
て
い
た
証
拠
と
な
ら
な
い
事
と
な
る
。

　
「
波
多
郷
の
安
国
寺
集
落
は
、「
垣
の
内
」
地
名
は
近
く
に
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
に
鎌
倉
期
に
集
落
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
陶

磁
器
片
や
遺
構
が
只
の
一
度
も
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。」（
同
書
四
〇
頁
）

　

安
国
寺
が
室
町
期
の
創
建
已
來
、
現
在
の
地
に
あ
る
と
い
う
考
古
学
的
証
拠
も
実
際
に
は
存
在
し
な
い
事
と
な
る
。
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②
の
検
証

　
『
西
蓮
寺
本
間
系
図
』（
寛
永
二
〇
年
）
原
文
に
は
、

　
「
宗
忠　

左
衛
門
十
郎
忍
連　

住
雑
太
徳
治
三
年
畑
野
村
熊
野
権
現
宮
御
正
躰
建
立
」（
同
書
四
〇
頁
）

　

と
、
あ
る
通
り
、「
本
間
六
郎
左
衛
門
重
連
」
の
次
の
佐
渡
守
護
代
で
あ
ろ
う
「
本
間
十
郎
左
衛
門
宗
忠
」
は
、「
雑
太
」
に
住
し
て
い

た
と
明
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
つ
ま
り
は
、
佐
渡
守
護
代
の
館
は
、
徳
治
三
（
一
三
〇
八
）
年
の
時
点
で
「
雑
太
」
に
在
っ
た
事
と
な

る
。

※ 

以
上
の
事
か
ら
、「
安
国
寺
」
や
『
佐
渡
本
間
系
図
』
の
記
述
は
、
鎌
倉
時
代
に
「
本
間
重
連
の
館
や
守
護
所
は
、
波
多
熊
野
神
社
跡

と
そ
れ
に
隣
接
す
る
下
畑
玉
作
遺
跡
と
さ
れ
る
場
所
を
含
む
約
一
町
四
方
の
地
域
に
あ
っ
た
」
根
拠
と
な
り
得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

●「
塚
原
配
所
」
推
定
の
検
証

　
「
こ
の
よ
う
に
、
①
守
護
所
か
ら
監
視
で
き
る
場
所
に
位
置
し
、
②
周
辺
に
多
く
の
史
跡
や
関
連
す
る
地
名
が
残
る
こ
と
、
③
古
く
か

ら
地
域
の
共
同
墓
地
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
地
を
中
心
に
、
北
は
目
黒
町
の
熊
野
神
社
か
ら
南
は
目
黒
町
と
寺
田
の
共
同
墓
地

の
あ
た
り
ま
で
の
約
二
町
歩
の
範
囲
内
を
佐
渡
に
お
け
る
日
蓮
大
聖
人
の
「
塚
原
配
所
」
と
推
定
す
る
。」（
前
記
碑
文
）

①
「
守
護
所
か
ら
監
視
で
き
る
場
所
に
位
置
し
」
の
検
証

　

実
際
に
検
証
し
て
み
る
と
、
田
中
氏
が
「
守
護
所
」
と
推
定
す
る
場
所
か
ら
、
こ
の
石
碑
の
在
る
場
所
ま
で
、
約
七
五
〇
ｍ
離
れ
て
お

り
、
高
さ
三
・
九
ｍ
と
い
う
「
塚
原
跡
」
石
碑
で
す
ら
一
点
に
し
か
見
え
な
い
。
更
に
、
夜
間
や
様
々
な
気
象
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
、
一

人
の
人
間
を
監
視
で
き
る
距
離
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
説
に
従
え
ば
、
他
の
流
人
も
同
様
に
守
護
所
か
ら
監
視
し
て
い
た
事
に
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な
る
。

　

そ
も
そ
も
、『
新
版　

日
蓮
と
佐
渡
』
に
お
け
る
、
日
蓮
聖
人
は
、
阿
仏
房
の
下
（
佐
渡
守
護
代
↓
波
多
郷
地
頭
代
↓
在
家
名
主
）
に

預
け
ら
れ
、
そ
の
監
視
下
に
置
か
れ
た
と
い
う
仮
説
を
既
に
忘
却
し
て
い
る
。
守
護
所
か
ら
聖
人
を
直
接
監
視
す
る
必
要
は
な
い
訳
で
あ

る
。

　
『
新
版　

日
蓮
と
佐
渡
』
で
多
用
し
た
「
本
間
重
連
が
家
の
う
し
ろ
」
と
い
う
「
塚
原
配
所
」
の
所
在
を
表
す
文
証
を
、
こ
の
銘
板
で

は
明
示
せ
ず
、「
守
護
所
か
ら
監
視
で
き
る
場
所
」
と
い
う
言
葉
に
置
き
替
え
た
理
由
は
、
御
遺
文
の
解
釈
上
に
問
題
を
発
見
し
た
事
か

も
し
れ
な
い
。

②「
周
辺
に
多
く
の
史
跡
や
関
連
す
る
地
名
が
残
る
」

　
「
関
連
す
る
地
名
が
残
る
」
と
は
、「
塚
の
腰
」
の
地
名
の
こ
と
で
あ
る
が
、「
塚
の
腰
」
の
地
名
は
、
熊
野
神
社
脇
の
田
に
あ
る
地
名

で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
約
二
〇
〇
ｍ
離
れ
・「
横
大
道
」
に
よ
り
分
断
さ
れ
た
こ
の
石
碑
の
建
つ
場
所
と
は
直
接
関
係
の
な
い
地
名
で
あ
る
。

③「
古
く
か
ら
地
域
の
共
同
墓
地
で
あ
っ
た
」

　
「
Ⓐ
目
黒
町
の
共
同
墓
地
は
、
藤
九
郎
守
綱
の
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
墓
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
頃
に
移

し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
Ⓑ
寺
田
の
共
同
墓
地
は
、
い
ま
の
墓
地
の
南
方
に
あ
る
寺
田
の
真
言
堂
の
と
こ
ろ
か
ら
大
正
期
に
移
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
Ⓒ
畑
野
の
共
同
墓
地
は
、
ず
っ
と
前
か
ら
同
じ
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
す
る
と
、
い
ま
の
寺
田
と
目
黒
町
の
共
同
墓
地
辺
り

（
Ⓐ
Ⓑ
）
が
、「
塚
原
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
大
変
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。」（『
新
版　

日
蓮
と
佐
渡
』
七
六
頁
）

　

右
記
の
通
り
、
石
碑
群
の
隣
の
Ⓐ
目
黒
町
・
Ⓑ
寺
田
の
共
同
墓
地
は
明
治
以
前
墓
地
で
は
な
く
、
Ⓒ
畑
野
の
共
同
墓
地
も
現
地
調
査
に

よ
り
以
前
は
墓
地
で
な
か
っ
た
（
Ⓒ
よ
り
約
一
二
〇
ｍ
西
南
）
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
古
く
か
ら
地
域
の
共
同
墓
地
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で
あ
っ
た
」
と
い
う
記
述
は
誤
り
で
あ
る
。

※ 
以
上
の
検
証
の
結
果
か
ら
、
①
②
③
の
理
由
は
「
塚
原
配
所
」
推
定
の
根
拠
と
な
り

得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、『
新
版　

日
蓮
と
佐
渡
』
の
「
推
定
塚
原
配
所
」

説
に
お
い
て
中
核
と
な
る
「
阿
仏
房
在
家
」
の
所
在
を
欠
除
し
た
こ
と
に
よ
り
、
浅

薄
な
状
況
証
拠
の
羅
列
に
終
っ
て
い
る
。

四
、
碑
文
「
日
蓮
大
聖
人
と
塚
原
」・「
地
図
版
」
の
検
証

　

石
碑
「
日
蓮
大
聖
人
と
塚
原
」
碑
文
に
は
、
塚
原
跡
碑
建
立
ま
で
の
経
緯
が
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
中
で
こ
の
地
を
「
塚
原
跡
」
に
推
定
す
る
理
由
と
し
て
以
下
の
文
が
記

さ
れ
て
い
る
。

「
塚
原
史
跡
を
た
ず
ね
て

　

日
蓮
大
聖
人
の
法
灯
を
継
ぐ
日
蓮
正
宗
で
は
、
大
正
四
年
に
第
五
十
九
世
日
亨
上
人

が
佐
渡
の
史
料
調
査
を
行
い
、
後
の
著
書
に
「
佐
渡
の
各
寺
の
記
録
物
は
信
用
に
足
ら

ぬ
」
と
記
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
三
年
か
ら
第
六
十
六
世
日
達
上
人
の
命
を
受
け
た
宗
門

僧
侶
が
佐
渡
史
跡
を
踏
査
し
、
御
書
の
記
述
と
史
実
を
も
と
に
目
黒
町
鳥
居
畑
地
域
を

塚
原
跡
と
推
定
し
た
。
そ
の
主
な
理
由
は
、
こ
の
地
が
波
多
守
護
所
か
ら
監
視
で
き
る

距
離
に
あ
り
、
近
く
に
阿
仏
房
ゆ
か
り
の
寺
や
そ
の
子
息
藤
九
郎
盛
綱
の
墓
が
あ
る
こ

と
、
周
辺
に
「
塚
の
腰
」
の
地
名
が
残
り
、
目
黒
・
寺
田
地
区
の
共
同
墓
地
が
あ
る
こ

と
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
は
昭
和
五
十
六
年
刊
行
の
大
石
寺
版
『
日
蓮
大
聖
人
正
伝
』
に

石碑Ⓑ「塚原跡」と、その解説である石碑Ⓐ「日蓮大聖人と塚原」
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お
い
て
広
く
発
表
さ
れ
た
。

　

な
お
、
こ
の
史
跡
の
確
定
は
、
田
中
圭
一
氏
並
び
に
山
本
仁
氏
を
は
じ
め
佐
渡
郷
士
史
家
各
位
の
長
年
に
わ
た
る
精
細
な
研
究
成
果
に

負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。」

●「
塚
原
跡
」
踏
査
の
実
態

　
「
昭
和
四
十
三
年
か
ら
第
六
十
六
世
日
達
上
人
の
命
を
受
け
た
宗
門
僧
侶
が
佐
渡
史
跡
を
踏
査
し
、
御
書
の
記
述
と
史
実
を
も
と
に
目

黒
町
鳥
居
畑
地
域
を
塚
原
跡
と
推
定
し
た
。（
中
略
）
こ
れ
は
昭
和
五
十
六
年
刊
行
の
大
石
寺
版
『
日
蓮
大
聖
人
正
伝
』
に
お
い
て
広
く

発
表
さ
れ
た
。」
と
あ
る
が
、
実
際
に
『
日
蓮
大
聖
人
正
伝
』（
二
一
六
〜
七
頁
）
を
参
照
し
て
み
る
と
田
中
圭
一
氏
の
「
塚
原
目
黒
町

説
」（
昭
和
四
十
七
年
『
旧
版　

日
蓮
と
佐
渡
』
所
収
）
を
簡
単
に
紹
介
し
て
い
る
だ
け
で
「
踏
査
」
の
形
跡
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。

●「
塚
原
配
所
」
推
定
の
検
証
、
日
蓮
正
宗
「
碑
文
」
と
田
中
氏
「
銘
板
」
と
の
比
較

㈠
日
蓮
正
宗
「
碑
文
」
の
「
塚
原
配
所
」
推
定
の
文

　
「
そ
の
主
な
理
由
は
、
①
こ
の
地
が
波
多
守
護
所
か
ら
監
視
で
き
る
距
離
に
あ
り
、
②
近
く
に
阿
仏
房
ゆ
か
り
の
寺
や
そ
の
子
息
藤
九

郎
盛
綱
の
墓
が
あ
る
こ
と
、
周
辺
に
「
塚
の
腰
」
の
地
名
が
残
り
、
③
目
黒
・
寺
田
地
区
の
共
同
墓
地
が
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。」

㈡
前
記
、
田
中
圭
一
氏
の
銘
板
「
塚
原
配
所
考
」
の
「
塚
原
配
所
」
推
定
の
文

　
「
こ
の
よ
う
に
、
①
守
護
所
か
ら
監
視
で
き
る
場
所
に
位
置
し
、
②
周
辺
に
多
く
の
史
跡
や
関
連
す
る
地
名
が
残
る
こ
と
、
③
古
く
か

ら
地
域
の
共
同
墓
地
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
地
を
中
心
に
、
北
は
目
黒
町
の
熊
野
神
社
か
ら
南
は
目
黒
町
と
寺
田
の
共
同
墓
地

の
あ
た
り
ま
で
の
約
二
町
歩
の
範
囲
内
を
佐
渡
に
お
け
る
日
蓮
大
聖
人
の
「
塚
原
配
所
」
と
推
定
す
る
。」
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両
者
を
比
較
す
る
と
、
文
の
通
り
、
㈠
日
蓮
正
宗
碑
文
と
㈡
田
中
氏
銘
板
の
①
②
③
は
そ

れ
ぞ
れ
対
応
す
る
、
同
じ
構
成
・
内
容
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
田
中
氏
の
「
銘
板
」
を
基
に

「
碑
文
」
を
作
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

特
に
、
日
蓮
正
宗
碑
文
の
「
③
目
黒
・
寺
田
地
区
の
共
同
墓
地
が
あ
る
こ
と
」
と
云
う
理

由
は
、『
新
版　

日
蓮
と
佐
渡
』
に
「
Ⓐ
目
黒
町
の
共
同
墓
地
は
、
藤
九
郎
守
綱
の
も
の
と

伝
え
ら
れ
る
墓
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
頃
に
移
し
た
も
の
で

あ
り
、
ま
た
、
Ⓑ
寺
田
の
共
同
墓
地
は
、
い
ま
の
墓
地
の
南
方
に
あ
る
寺
田
の
真
言
堂
の
と

こ
ろ
か
ら
大
正
期
に
移
し
た
。」（
七
六
頁
）
と
、
あ
る
通
り
共
同
墓
地
で
な
か
っ
た
場
所
で

あ
り
全
く
の
誤
り
で
あ
る
。

　
「
塚
原
跡
」
碑
文
作
成
に
あ
た
り
、
田
中
圭
一
氏
の
著
し
た
「
銘
板
」
の
原
稿
が
大
石
寺

へ
送
ら
れ
、
そ
の
原
稿
の
み
に
頼
っ
て
「
碑
文
」
の
文
章
を
作
成
し
た
結
果
、「
守
護
所
か

ら
監
視
で
き
る
場
所
」
と
い
う
『
新
版　

日
蓮
と
佐
渡
』
に
無
い
理
由
や
、「
目
黒
・
寺
田

地
区
の
共
同
墓
地
が
（
古
来
よ
り
）
あ
る
」
と
い
う
誤
り
を
「
塚
原
」
を
推
定
す
る
理
由
に

付
け
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
日
蓮
正
宗
碑
文
の
筆
者
が
、『
新
版　

日
蓮
と
佐
渡
』
を
満
足

に
読
ま
ず
、
現
地
確
認
を
怠
っ
た
ま
ま
「
碑
文
」
を
作
成
し
た
事
実
が
こ
こ
に
露
顕
し
た
訳

で
あ
る
。

●「
地
図
版
」
の
検
証

　

地
図
上
の
国
分
寺
（
国
府
）
と
守
護
所
跡
と
の
距
離
は
、
実
際
に
は
約
三
〇
〇
〇
ｍ
離
れ

Ⓖステンレス製地図版…前方に見える国分寺（国府）・守護所跡等の位置関係を示す。
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て
い
る
。
小
菅
氏
に
よ
る
と
、
近
年
の
全
国
的
な
調
査
結
果
に
基
け
ば
、
守
護
所
は
国
府
近
く
に
設
け
ら
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
り
、

守
護
所
と
国
府
と
の
距
離
が
三
〇
〇
〇
ｍ
も
離
れ
て
い
る
事
は
通
常
あ
り
え
な
い
と
云
う
。

　

国
府
の
場
所
は
佐
渡
市
竹
田
の
下
国
府
遺
跡
（
官
人
の
住
居
）
周
辺
で
あ
る
こ
と
が
公
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
守
護
所
は
そ
の
近

辺
に
存
在
し
た
こ
と
と
な
る
。
小
菅
氏
は
国
府
を
見
下
ろ
す
場
所
に
あ
る
竹
田
城
（
雑
太
元
城
）
跡
を
鎌
倉
時
代
の
守
護
所
跡
と
推
定
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
府
と
の
距
離
が
三
〇
〇
〇
ｍ
近
く
離
れ
た
下
畑
玉
作

遺
跡
を
鎌
倉
時
代
の
守
護
所
と
す
る
上
記
「
地
図
版
」
の
説
は
誤
り
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

●
地
図
入
り
石
碑
の
検
証

　

日
蓮
大
聖
人
関
連
佐
渡
地
名
図
・
塚
原
跡
碑
周
辺
図
い
ず
れ
に
も
妙
満
寺
を
記

入
し
て
い
な
い
。
前
に
説
明
し
た
通
り
、
国
府
と
の
距
離
が
三
〇
〇
〇
ｍ
近
く
離

れ
た
下
畑
玉
作
遺
跡
を
鎌
倉
時
代
の
守
護
所
と
す
る
説
は
公
認
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
。
ま
た
、
妙
満
寺
を
中
心
と
し
た
阿
仏
房
在
家
の
存
在
を
無
視
し
て
、
藤
九

郎
守
綱
（
阿
仏
房
の
子
）
も
し
く
は
日
満
上
人
の
墓
地
と
伝
承
さ
れ
る
墓
の
存
在

の
み
で
「
塚
原
跡
」
を
推
定
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。

　

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
参
議
院
会
議
録
『
第
〇
四
〇
回
国
会　

文
教
委
員
会

　

第
三
号
』（
昭
和
三
十
七
年
二
月
十
五
日
）
に
、
創
価
学
会
が
用
地
の
買
収
・

登
記
を
行
い
「
佐
渡
の
海
上
山
妙
護
寺
」
を
建
て
た
旨
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
は
、
佐
渡
で
日
蓮
正
宗
唯
一
の
寺
院
で
あ
る
海
上
山
妙
護
寺
は
創
価
学
会
に

Ⓕ地図入り石碑…日蓮大聖人関連佐渡地名図・塚原跡碑周辺図
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よ
り
昭
和
三
十
六
年
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
事
実
が
、
こ
の
寺
の
歴
史
的
起
源
で
あ
る
。

　

自
宗
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
事
物
の
み
を
取
り
上
げ
、
都
合
の
悪
い
事
跡
は
目
の
前
の
妙
満
寺
す
ら
無
視
す
る
と
い
う
行
為
自
体
が
歴

史
的
客
観
性
に
欠
け
る
も
の
で
あ
り
、
日
蓮
正
宗
の
独
善
性
・
異
端
性
を
物
語
る
も
の
で
も
あ
る
。

五
、
結

　

二
、
三
、
四
に
検
証
し
た
通
り
、
田
中
圭
一
氏
の
『
新
版　

日
蓮
と
佐
渡
』
に
お
け
る
「
推
定
塚
原
配
所
」
説
は
、
そ
の
根
拠
と
な
る

下
畑
玉
作
遺
跡
を
鎌
倉
時
代
の
守
護
所
と
す
る
説
や
『
種
種
御
振
舞
御
書
』
の
解
釈
、
周
辺
墓
地
（
Ⓒ
畑
野
の
共
同
墓
地
）
の
考
察
等
に

問
題
が
あ
り
、
考
古
学
的
物
証
も
皆
無
の
為
、
今
後
も
地
域
・
県
の
教
育
委
員
会
に
公
認
さ
れ
る
見
込
み
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
（
後
記
）。

　

ま
た
、
こ
れ
に
基
い
て
推
定
地
に
建
立
さ
れ
た
石
碑
群
の
田
中
氏
「
銘
板
」
と
日
蓮
正
宗
「
碑
文
」
も
検
証
し
た
通
り
「
推
定
塚
原
配

所
」
の
根
拠
と
な
り
得
な
い
内
容
で
あ
る
。『
新
版　

日
蓮
と
佐
渡
』
の
「
推
定
塚
原
配
所
」
説
に
お
い
て
中
核
と
な
る
「
阿
仏
房
在
家
」

の
所
在
を
欠
除
し
た
こ
と
に
よ
り
、
浅
薄
な
状
況
証
拠
の
羅
列
に
終
っ
て
い
る
。
更
に
、
日
蓮
正
宗
「
碑
文
」
は
田
中
氏
「
銘
板
」
の
文

の
み
を
盲
信
し
て
作
成
し
た
形
跡
が
あ
り
、『
新
版　

日
蓮
と
佐
渡
』
に
明
治
以
前
墓
地
で
な
か
っ
た
と
記
述
の
あ
る
場
所
の
墓
地
を

「
推
定
塚
原
配
所
」
の
根
拠
と
し
た
杜
撰
な
も
の
で
あ
る
。

　

前
述
し
た
通
り
、
小
菅
氏
が
新
発
見
さ
れ
た
阿
仏
房
在
家
の
範
囲
（
妙
満
寺
を
中
心
と
し
た
半
径
五
〇
ｍ
）
に
基
づ
け
ば
、「
塚
原
跡
」

石
碑
群
の
建
つ
場
所
は
在
家
の
範
囲
外
で
あ
り
、「
塚
原
配
所
跡
」
の
可
能
性
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

佐
渡
市
教
育
委
員
会
の
佐
渡
伝
統
文
化
研
究
所
（
佐
渡
市
両
津
湊
一
九
八
）
へ
目
黒
町
の
「
塚
原
跡
」
石
碑
群
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ

た
と
こ
ろ
、『
目
黒
町
の
「
塚
原
跡
」
石
碑
群
は
、
史
跡
指
定
を
受
け
た
も
の
で
は
無
い
（
非
公
認
）
の
で
建
設
に
際
し
て
教
育
委
員
会

に
届
出
し
て
い
な
い
。
工
事
中
に
発
掘
物
が
あ
っ
た
場
合
、
教
育
委
員
会
に
届
け
出
る
義
務
が
あ
る
が
、
連
絡
が
無
い
こ
と
か
ら
何
も
発
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掘
物
は
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。』
と
の
回
答
を
得
た
。
こ
の
様
に
、「
塚
原
跡
」
石
碑
群
は
、
教
育
委
員
会
非
公
認
で
あ
り
考
古
学
的

根
拠
も
無
い
、
田
中
氏
や
日
蓮
正
宗
が
独
断
で
建
て
た
も
の
で
あ
る
事
が
確
認
で
き
た
。

　

調
査
に
ご
協
力
頂
い
た
小
菅
徹
也
氏
は
「
塚
原
跡
」
石
碑
群
に
つ
い
て
以
下
の
様
に
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
「
大
き
な
碑
と
そ
の
建
立
主
旨
及
び
歴
史
的
経
緯
・
歴
史
的
な
評
価
を
述
べ
た
両
側
の
碑
の
文
面
に
、
特
定
の
意
図
や
歴
史
事
実
の
歪

曲
・
捏
造
が
含
ま
れ
て
い
た
ら
、
後
世
に
お
い
て
歴
史
を
正
す
こ
と
は
ま
っ
た
く
で
き
な
く
な
る
。」「
碑
文
の
誤
り
は
、
関
係
者
が
歿
し

た
後
も
一
人
歩
き
し
、
誤
解
を
島
内
外
に
撒
き
散
ら
し
、
当
事
者
の
恥
を
永
遠
に
こ
の
世
に
留
め
る
こ
と
に
な
る
。」（『
佐
渡
中
世
史
の

根
幹
』
九
二
〜
三
頁
）

　
「
塚
原
跡
」
石
碑
群
は
、
石
碑
に
刻
ん
だ
内
容
が
単
に
「
塚
原
跡
」
の
所
在
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
を
立
証
す
る
為
に
、
佐
渡
の
中
世

史
の
根
幹
を
成
す
鎌
倉
時
代
の
守
護
所
跡
や
国
府
の
所
在
等
に
、
既
に
立
論
者
が
否
定
し
て
い
る
様
な
信
頼
性
の
低
い
説
を
引
用
し
、
尚

且
つ
、
そ
れ
を
定
説
化
し
よ
う
と
し
い
て
い
る
事
に
重
大
な
問
題
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

今
後
の
問
題
は
、
歳
月
が
経
つ
と
共
に
世
間
一
般
の
人
々
が
こ
の
石
碑
の
内
容
を
何
も
知
ら
ず
に
是
認
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
事

で
あ
る
。
一
仮
説
に
過
ぎ
ぬ
も
の
を
石
碑
に
刻
む
こ
と
で
絶
対
化
し
よ
う
と
す
る
行
為
は
、
後
世
の
人
々
に
対
す
る
影
響
を
考
え
れ
ば
、

許
さ
れ
ざ
る
行
為
で
あ
る
。
今
後
の
対
応
と
し
て
上
記
調
査
内
容
等
を
簡
略
化
し
、
島
内
の
檀
信
徒
を
始
め
と
し
た
一
般
の
方
々
へ
伝
え

る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

※ 

な
お
、
目
黒
町
の
妙
満
寺
に
伝
承
す
る
塚
原
三
昧
堂
跡
と
日
蓮
正
宗
建
立
塚
原
跡
碑
群
の
詳
細
な
調
査
内
容
は
、『
現
代
宗
教
研
究　

第
42
号
』
に
『
妙
満
寺
伝
承
塚
原
三
昧
堂
跡
と
日
蓮
正
宗
建
立
塚
原
跡
碑
の
調
査
報
告
』
と
し
て
掲
載
し
た
の
で
、
ご
覧
頂
き
た
い
。
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